
自動運転レベルの定義があり、
レベル0～5迄ある

会長の時間

クラブテーマ “出逢いを大切に、逢えて良かった”

ロータリーは機会の扉を開く
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自動運転車とは?
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自動運転車とは、「運転操作が自動化される」車のこと
今まではドライバーが目的地まで、車を運転していましたが、
運転手が居なくても目的地にたどり着くことが可能になる
ことです。

レベル0
ドライバーがすべてを操作する
レベル1
【運転支援】システムがハンドル操作
加減速のどちらかをサポート
レベル2
【運転支援】システムがハンドル操作
加減速のどちらもサポート
レベル3
【自動運転】特定の場所までシステムが全てを操作
緊急時は運転手が操作
レベル4
【自動運転】特定の場所までシステムが全て操作
レベル5
【完全自動運転】場所の限定なくシステムが全て操作

・2019年現在国内では「レベル2」までが市販車に採用さ
れ、実用化が進んでいる
・ホンダは、現在高速の渋滞時に限定した「レベル3」の自
動運転車を販売している

自動運転車の気になる機能やメリット・デメリット

責任問題については

〈自動運転車のメリット〉
・運転から解放される
・交通事故の減少
・渋滞のストレスがなくなる
・環境問題に貢献
・運転できない人の移動手段になる
  【免許証の法改正が必要】
・車の保険が安くなる

〈自動運転車のデメリット〉
・事故発生時は誰の責任なのか
・システムのトラブルの問題
・緊急時などのドライバーの対応
・事故を起こす前の高度な判断
・交通産業の就業人口に影響

自動運転レベル2までは「ドライバーの責任」
レベル3になると「ドライバーとシステム両方が責任を取る」
ことになっている

・レベル4以降は「システムが全責任を取る」とされているが、最終的な
判断ははっきり決まっていない。事故の際にもめる可能性がある
・災害時や天候によって正常に作動するかどうかは予測不可能であり、
万が一ドライバーが代わりに運転するようになった時に対応するドラ
イバーの技量不足も懸念される
・一番怖いのが、万が一事故を避けられない時に、どのように判断する
かです。例えば、前方に突然障害物が発生し、緊急時に避けようと判断
した所に歩行者がいるとき、そのまま車が歩行者の方を避けて人身事
故となると「どちらを取るか」といった場面で正しい判断をAIができる
のかが心配。

Disease Prevention and Treatment Month
12月は疾病予防と治療月間
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http://www.globals.jp/hp/HRotary/

国際ロータリー第2570地区
本庄ロータリークラブ

〒367-0041 埼玉県本庄市駅南2-2-1  埼玉グランドホテル本庄700号
TEL：0495-22-7522  FAX：0495-22-3571  E-mail：honjorc@themis.ocn.ne.jp

事務局

委員長 髙橋　豊 副委員長 須田礼子 委 員 武藤真里子／齊藤一英／戸谷清一

毎週木曜日  12：30～13：30 例会日 ベストバンケット 五州園（株）例会場

公共イメージ委員会構成編集

坂本雄一／鈴木純／佐藤賀則／渋谷修身／滝澤博史／鈴木元道
有山幸雄／春山茂之／萩原達夫／池田敦司／永井保之／金子章
矢島淳一／安藤真克／中島高夫／真下敏明／戸矢元一／織田裕之
相川浩一／小林弘斉／橋本和也／塚越茂／五十嵐敦子／武正進介

ニコニコ箱
ボックス

（ニコニコ箱掲載順）　合計 24,000円
ボックス

＊ヤセ騎士さんが本庄ロータリークラブへ
　お越しくださいました。よろしくお願いいたします。

～定番～Message

会員数 出席免除会員出席義務会員数 出席会員数 出席率

76 2 74 35 47.2％
12／3 MU数 12／3  修正出席率

7 56.7％➡66.2％
12月24日（木）は夜間例会です。クリスマスパーティー

次回は 第2761回

幹事報告
本庄市、社会福祉協議会
より社協だよりが届いてます。

卓話 ｢生きる使命感｣

本日のゲスト

 講師：お笑い芸人 ヤセ騎士（ヤセナイト）

地区及び委員会報告

公共イメージ委員会 髙橋　豊委員長

2021年1月より本庄RC
HPリニューアルいたします。
HPアドレスは次週号に掲載予定です。

www.rotary-no-tomo.jp

担当委員会 公共イメージ委員会ロータリーの友発表

発表 安藤真克 会員

担当：クラブ管理運営委員会委員長 渋澤　健司

プログラム委員会

永井保之 委員長 

出席委員会

高橋順容 委員長 

ニコニコ箱委員会

滝澤博史 委員長 

KGB CLUB
代表 阿久津征樹 様

㈱ほんじょうFM
代表取締役坂上幸規 様 卓話をありがとうございました

卓話者紹介
渋澤健司 委員長 

謝辞
佐藤賀則
担当副会長


